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特特  
集集

は
じ
め
に

１日
本
は
有
数
の
自
然
災
害
多
発
国
で
あ

り
、
地
震
、
台
風
、
豪
雨
、
土
砂
災
害
な

ど
が
全
国
各
地
で
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
災
害
が
発
生
す
る
と
、
住

ま
い
の
喪
失
、
収
入
の
減
少
、
健
康
の
悪

化
な
ど
、
被
災
者
の
生
活
は
一
変
し
、
特

に
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
低
所
得
世
帯
、

ひ
と
り
親
家
族
な
ど
の
社
会
的
に
不
利
な

立
場
に
あ
る
被
災
者
は
、
よ
り
深
刻
な
影

響
を
受
け
ま
す
。

災
害
か
ら
の
生
活
再
建
に
は
、
多
様
な

支
援
制
度
が
存
在
し
ま
す
が
、
申
請
に
基

づ
き
支
援
を
提
供
す
る
従
来
の
被
災
者
支

援
の
手
法
で
は
必
ず
し
も
十
分
に
被
災
者

の
自
立
・
生
活
再
建
に
結
び
つ
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
い
う
個
別
支
援
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
す
。
こ
れ
は
、
被
災
者
一
人

ひ
と
り
の
生
活
状
況
を
県
や
市
町
が
関

係
機
関
と
連
携
し
て
把
握
し
、
必
要
な

支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
取

り
組
み
で
あ
り
、
近
年
の
災
害
で
は
必

須
の
支
援
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
基
本
的
な
仕
組
み
や
、
各
地
で

の
実
践
事
例
、
導
入
に
お
け
る
課
題
、

三
重
県
の
取
組
、
そ
し
て
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。

�

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
基
本
的
な
枠
組
み

２災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
災
害

時
に
被
災
者
が
抱
え
る
生
活
上
の
課
題
に

対
し
、
福
祉
・
医
療
・
住
宅
・
就
労
等
の

「災害ケースマネジメント」をご存じでしょうか。個別支援アプローチを用いて、被災
された方の再出発を支援する考え方や手法です。

今号では、三重県防災対策部 地域防災推進課に、三重県での取り組み状況を伺いました。
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多
様
な
支
援
策
を
組
み
合
わ
せ
伴
走
支
援

を
行
う
手
法
で
す
。
特
に
制
度
の
谷
間
に

あ
る
支
援
困
難
な
状
況
へ
の
対
応
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
以
下
の
プ

ロ
セ
ス
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

❶ 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
ニ
ー
ズ
の
把
握
）

災
害
発
生
後
、
被
災
者
の
生
活
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
相
談
員
や
支
援
ス
タ
ッ

フ
が
自
宅
や
避
難
所
、
仮
設
住
宅
な
ど
を

訪
問
し
、
生
活
・
健
康
・
経
済
・
住
宅
・

人
間
関
係
な
ど
に
関
す
る
多
角
的
な
聞
き

取
り
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
情

報
は
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

❷ 

個
別
支
援
計
画
の
作
成

把
握
し
た
課
題
に
応
じ
て
、
市
区
町
村
が

主
体
と
な
り
、
支
援
対
象
者
ご
と
の
計
画
を

作
成
し
ま
す
。
行
政
の
支
援
制
度
だ
け
で
な

く
、民
間
の
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
助
け
合
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
含
め
、
支
援
の
選
択

肢
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

❸ 

支
援
の
実
施
と
連
携

多
様
な
支
援
機
関
と
の
連
携
・
調
整
を

行
い
な
が
ら
、
支
援
実
行
に
移
し
ま
す
。

関
係
者
間
で
定
期
的
な
ケ
ー
ス
会
議
を
開

催
し
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
支
援
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

❹ 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
自
立
支
援

支
援
は
一
過
性
で
は
な
く
、
被
災
者
の

生
活
が
安
定
し
、
自
立
す
る
ま
で
継
続
さ

れ
ま
す
。
特
に
仮
設
住
宅
か
ら
の
退
去
や

就
労
再
開
な
ど
、
生
活
の
転
換
点
で
の
支

援
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
単
な
る
制
度
の
案
内
で
は
な

く
、
関
係
機
関
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

な
が
ら
、
被
災
者
に
寄
り
添
い
、
生
活

の
再
建
を
支
え
る
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
意

味
し
ま
す
。各

地
の
実
践
事
例

３❶ 

宮
城
県
仙
台
市

�

（
平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
）

東
日
本
大
震
災
で
の
被
害
を
ふ
ま
え
、

「
生
活
再
建
可
能
世
帯
」、「
日
常
生
活
支

援
世
帯
」、「
住
ま
い
再
建
支
援
世
帯
」、「
日

常
生
活
・
住
ま
い
の
再
建
支
援
世
帯
」
に

分
類
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
整
理

し
た
「
被
災
者
生
活
再
建
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
し
、
応
急
仮
設
住
宅
へ
の
個

別
訪
問
に
よ
る
見
守
り
支
援
等
を
実
施
し

て
生
活
再
建
を
進
め
た
。

❷ 

熊
本
県
、
市
町
村

�

（
平
成
28
年
熊
本
地
震
）

熊
本
地
震
で
は
、
多
く
の
仮
設
住
宅
や

み
な
し
仮
設
に
入
居
し
た
高
齢
者
が
孤
立

し
、
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
熊
本

県
と
市
町
村
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
早

朝
か
ら
「
生
活
支
援
相
談
員
」
を
配
置
し

て
戸
別
訪
問
を
実
施
。
支
援
困
難
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
は
多
職
種
に
よ
る
ケ
ー
ス
会
議

を
開
催
し
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携

に
よ
り
課
題
解
決
を
図
っ
た
。

❸ 

岡
山
県
倉
敷
市
真
備
地
区

�

（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
）

倉
敷
市
真
備
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
（
運

営
：
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
を
設
置
し
、

県
の
後
方
支
援
組
織
で
あ
る
岡
山
県
く
ら

し
復
興
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
倉
敷
市
外
へ
避
難
・
転
居
し
た

世
帯
も
含
め
て
戸
別
訪
問
や
見
守
り
相
談

支
援
を
行
っ
た
。

導
入
に
あ
た
っ
て
の
課
題

４災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
に

は
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
運
用

に
お
い
て
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

❶ 

人
材
不
足
と
育
成

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
支

援
者
に
は
、福
祉
制
度
の
知
識
、調
整
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
な
ど
幅
広
い
ス
キ

ル
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
材

を
確
保
す
る

3
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た
め
、
平
時
の
研
修
機
会
の
確
保
や
災
害

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

❷ 

情
報
共
有
の
壁

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
や
組
織
間
の
縦

割
り
に
よ
り
、
支
援
対
象
者
の
情
報
共
有

が
滞
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
共
通
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
導
入
や
包
括
的
同
意
の
取
得
、

災
害
時
の
運
用
ル
ー
ル
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

❸ 

制
度
の
複
雑
さ

災
害
関
連
制
度
（
災
害
救
助
法
、
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
、
住
宅
再
建
制
度
な

ど
）
は
複
雑
で
被
災
者
に
と
っ
て
分
か
り

づ
ら
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
支
援
制

度
の
一
覧
化
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
、

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

❹ 

市
町
ご
と
の
地
域
資
源
の
違
い

市
町
の
職
員
数
や
財
政
、
専
門
職
人
材

の
有
無
に
よ
り
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
体
制
整
備
に
差
が
生
じ
ま
す
。
国

や
県
に
よ
る
広
域
的
な
支
援
体
制
の
構
築

や
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
指
針
の
統
一
に
よ
り

格
差
を
是
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
重
県
の
取
組

５三
重
県
で
は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
へ
派

遣
さ
れ
た
職
員
の
支
援
活
動
を
通
じ
て
得

た
気
づ
き
を
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に
生

か
す
た
め
、
令
和
６
年
10
月
に
課
題
ご
と

の
対
策
の
強
化
に
向
け
た
取
組
の
方
向
性

を
ま
と
め
た
『
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
の

強
化
に
向
け
た
取
組
方
針
【
発
災
当
初
か

ら
復
旧
フ
ェ
ー
ズ
版
】
～
能
登
半
島
地
震

支
援
活
動
の
「
気
づ
き
」
を
ふ
ま
え
て
』

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
方
針
で
は
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
組
方
針
と
し
て
、
市
町
に

お
い
て
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導

入
が
進
む
よ
う
、
取
組
を
行
う
に
あ
た
っ

て
の
標
準
的
な
体
制
や
手
法
等
に
つ
い
て

示
し
た
指
針
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
前
述

の
と
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
短

期
間
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
も
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
三
重
県
で
は
令
和

７
年
度
に
県
関
係
部
局
や
市
町
、
県
社
会

福
祉
協
議
会
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
研
究
会

を
立
ち
上
げ
、「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
促
進
に
向
け
た
指
針
」
策
定
に
向
け

て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

６災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
被
災

者
一
人
ひ
と
り
の
声
に
耳
を
傾
け
、
複
雑
な

生
活
課
題
に
応
じ
た
支
援
を
調
整
し
て
い

く
た
め
の
重
要
な
枠
組
み
で
す
。災
害
が「
誰

も
が
被
災
者
に
な
る
可
能
性
」
を
持
つ
社
会

的
事
象
で
あ
る
以
上
、
被
災
者
を
一
律
に
支

援
す
る
だ
け
で
は
、
生
活
再
建
の
格
差
や
支

援
漏
れ
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
想

定
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地

震
や
激
甚
化
す

る
風
水
害
へ
の
備
え

と
し
て
、
平
時
か
ら
の
災
害

ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
整
備
、
関
係
者

間
の
信
頼
関
係
の
構
築
、
迅
速
な
被
災
者

支
援
制
度
の
運
用
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
被
災
者
支
援
を

実
現
す
る
た
め
に
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
県
内
で
定
着
す
る
よ
う
県
と
市

町
や
関
係
機
関
が
連
携
し
た
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

4

2025 年 11月号　No.410



三重ボランティア基金
　　　 第２回チャリティーイベントMMeeeeちゃんまつりちゃんまつり20252025
日　時　令和７年 12 月６日（土）11：00 ～15：00
場　所　三重県総合文化センター　〒514-0061三重県津市一身田上津部田 1234 

　　　マルシェ・バザー・
　　　　　　　キッチンカー大集合！

スイーツやフードなど、地元で人気の美味しいお
店や、手作り雑貨の素敵なお店が知識の広場と祝
祭の広場に大集合します♪

　　　音楽＆ダンスの
　　　　見どころ満載ステージ発表♪

高校生や大学生によるダンスやよさこいステー
ジ、ボランティア団体による音楽ステージ、そしてキッ
ズダンサーによるパフォーマンスをご覧ください！

　　　ボランティア活動
　　　　知ろう！体験しよう！遊ぼう！

県内のボランティア活動のご紹介や、ボランティ
ア団体による体験ブースです！また、子どもから大
人まで楽しめる “ 募金 de 縁日 ” では、募金をし
ていただくことで縁日にご参加いただけます！ぜひ
ご協力ください。

　　　スタンプラリー
　　　　　＆ビンゴ大会の特別企画♪

会場内を巡ってスタンプを集めると、ビンゴ大
会に参加するためのカードと参加賞をプレゼントし
ます！ビンゴ大会の景品は、素敵な商品がたくさ
ん！お楽しみに！！

注目
その
１ 注目

その
２

注目
その
３ 注目

その
４

支援 BOXを設置します！
● 書き損じはがき・使用済み切手の回収 BOX
● 募金箱
● フードドライブ BOX
皆さま、ぜひご協力ください！

　問い合わせ先　�
公益財団法人
三重ボランティア基金
TEL　059-227-9994
MAIL　vkikin@miewel.or.jp
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当会では、令和６年度に福祉・介護の魅力発信事業（三重県委託事業）の一環として、（株）
Blanket の協力のもと、楽しみながら介護の仕事について学べる「ナゾときカイゴ探偵団」を
作成し、学校や地域で開催しています（詳しくは『福祉みえ』令和７年２月号をご覧ください）。

今回、社会福祉法人三重ベタニヤ様より実施の依頼を受け、令和７年８月 22 日（金）に同
法人の地域密着型特別養護老人ホーム グレイスホームにて開催しました。開催にあたり、同
法人の職員の皆様にイベントスタッフとしてご協力いただきました。

当日は、小学生とその保護者 計 14 名が参加し、ナゾときカイゴ探偵団への入団テストと
して、「施設内に隠された介護の仕事を見つけ出せ！」というミッションに挑戦し、介護に関
するクイズや介助体験、ユニット・施設内見学、ソフト食体験などを通して、介護の仕事を学
びました。

参加者は、三重ベタニヤの職員からの説明を熱心に聞き、普段できない体験にわくわくしな
がらミッションを進めていました。

参加者のアンケート �
参加した子どものうち、87.5％が介護の仕事を「理解できた」と回答し、さらに 75.0％が

介護の仕事に「とても興味を持った」「少し興味を持った」と回答しました。また、保護者の
全員が介護の仕事に「とても興味を持った」「少し興味を持った」と回答しました。このように、
子どもだけでなく保護者にも介護の仕事の魅力を伝えることができたことが示されました。

ご協力いただいた三重ベタニヤの職員からのメッセージ �

おわりに �
「うちの施設でやってみたい」 「もっと詳しく知りたい」という方は、事務局までお問い合わ

せください。（☎ 059-227-5160）

 事務課長　小林 信行 さん
�
「福祉みえ令和７年２月号を見て、おもしろそうだと思いま

した。福祉や介護の仕事を知ってもらい、興味を持ってほし
いと考え、実施を希望しました。職員が自分の仕事を自分の
言葉で伝える貴重な機会にもなったと思います。」

 介護職員　松原 翔平 さん
�
「これまで自分の仕事を伝える機会はあまりありませんでし

た。説明するのは、緊張しましたが、みんな積極的に参加し
てくれました。介護は大変なイメージがありますが、『ありが
とう』と言ってもらえるやりがいのある仕事です。子どもた
ちには、こうしたイベントなどの機会でぜひ介護の仕事を体
験してほしいです。」
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〈SJ24-10057より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和７年度
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発 行 人　井村　正勝
編 集 人　横田　浩一・広報委員会
発 行 所　社会福祉法人 三重県社会福祉協議会
　　　　　〒 514-8552 三重県津市桜橋２丁目 131
　　　　　TEL：059-227-5145　　FAX：059-227-6618
　　　　　URL：https://www.miewel-1.com/　　E-mail：info@miewel.or.jp
編集協力　株式会社アイリック

2025 年 11月号（通巻 410 号）　令和 7年11月発行
「福祉みえ」は三重県社協のホームページでもご覧になれます。また、広報に関するご意見・ご感想は、E-mailにて受け付けております。

令和６年度実施事業

福祉教育推進事業
　大台町社会福祉協議会では、福祉教育の充実を図ることを目
的に福祉教育やボランティア活動等に取り組む町内の学校を福
祉協力校として指定し、助成を行い福祉教育推進事業を行って
います。�
　令和６年度はお米作り学習で収穫したもち米を使用して、児童
が地域の方々とともに餅つき体験を行いました。�
　お米作り学習では、地元の建設会社のご協力により「田んぼ
の田起こし→田植え→収穫→食事を作る」といった一連の流れを学ぶことができました。�
　共同募金により、地域の基盤である小学校を軸に地域の方々が集まり、日本の伝統文化であるお米
作り、食に関する知識等を学ぶことができ、世代を超えた繋がりができました。�
　共同募金にご協力いただき、ありがとうございました。�

社会福祉法人 大台町社会福祉協議会

令和６年度実施事業

認知症への正しい理解のための啓発運動
　快生教学会は、互いに助け合いながら生きがいを創出していく地域づくりに挑戦するとともに、地
域での介護予防に対する意識の向上により健康な町づくりに貢献することを目的とし、活動しています。
共同募金を活用し、一般社団法人 はるそら代表の
多田 美佳 氏をお招きし、「本人、家族、そして仲
間たちが一緒に考えた『伴走支援』」をテーマとし
た講演会を開催しました。より多くの人たちに認知
症の理解を深めていただく機会を提供することが
できました。今後も認知症の人とその家族が、ど
こで暮らし、どんな状態でも、尊厳と希望を持っ
て自分らしく暮らせる地域づくりと当事者に寄り
添った伴走支援をすることを目指していきます。�

特定非営利活動法人 快生教学会


